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「夢、無限大」感動おばま

【表紙】小浜市インフォメーションセンター（駅前町）

特集

ストレスフリーな若狭おばまの旅をお手伝い

小浜市インフォメーション
センターオープン！



　
　
　

が
平
成
30
年
か
ら
整
備
を
進
め

　
　
　

て
き
た
「
小
浜
市
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
、
令
和
元

年
11
月
22
日
㊎
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
の
春
に
予
定
さ
れ
て
い

る
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
を
前
に
、

Ｊ
Ｒ
小
浜
駅
前
整
備
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
、
日
本
人

観
光
客
は
も
と
よ
り
、
今
後
増
加
が

見
込
ま
れ
る
訪
日
外
国
人
観
光
客
の

対
応
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
管
理
・
運
営
は
、
一
般
社

団
法
人
若
狭
お
ば
ま
観
光
協
会
が
担

い
ま
す
。

住所　小浜市駅前町 6-1
営業時間　9 時〜 18時（年中無休）
　　　　　※年末年始を除く

建物　木造一部鉄骨造りの平屋建て
機能　・観光案内、その他のサービス
　　　　業務スペース

　　　・フリースペース

　　　・常時使用可能な屋外コイン
　　　　ロッカーなど

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
と
し
て
12
台
の
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
５
台
が

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
、
７
台
が
ノ
ー
マ

ル
タ
イ
プ
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ

で
あ
れ
ば
、
一
回
の
充
電
で
60
〜
70

㌔
程
度
の
距
離
を
走
行
で
き
る
の
で
、

広
い
範
囲
へ
足
を
延
ば
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
料
金
表
は
次
の
と
お
り

　

ま
た
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
に
入
ら

な
い
よ
う
な
大
き
な
バ
ッ
グ
や
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
な
ど
の
手
荷
物
預
か
り

サ
ー
ビ
ス
も
１
日
５
０
０
円
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
以
前
の
観
光

案
内
所
に
は
な
か
っ
た
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ス

ペ
ー
ス
で
は
、
若
狭
お
ば
ま
を
代
表

す
る
逸
品
を
販
売
し
て
お
り
、
観
光

客
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ウ
ン
タ
ー
と
テ
ー
ブ
ル
合

わ
せ
て
10
席
を
設
け
て
お
り
、
観
光

客
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
新
た
な
交
流
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
、
ま
ち
全
体
の
に
ぎ
わ
い
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
用
の
自
転
車
を
完
備

手
荷
物
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
も
実
施

　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
内
は
も
と
よ
り
、
近
隣
市

町
の
観
光
地
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
英
語
を
話
せ
る
職
員
が

在
籍
し
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
言

語
に
つ
い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
よ
る
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
２
時
間
以
内
で
回
れ

る
コ
ー
ス
」
や
「
若
狭
の
仏
像
を
見

尽
く
し
た
い
」
と
い
っ
た
観
光
客
の

要
望
に
沿
っ
た
観
光
コ
ー
ス
の
提
案

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
小
浜
駅
の
ほ
ぼ
正
面
、
歩
い

て
１
分
の
場
所
に
新
し
く
開
設
さ
れ

た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

は
、「
ｉ
」
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

マ
ー
ク
が
ひ
と
き
わ
目
を
引
き
ま
す
。

　
「
ｉ
」
マ
ー
ク
は
、
文
字
が
分
か
ら

な
く
て
も
場
所
や
注
意
事
項
な
ど
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
る
よ
う
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
世
界
共
通
の
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
（
絵
文
字
）
で
、「
案
内
所
」
の
意

味
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

広報おばま　令和 2 . 2❷

市

ひ
と
き
わ
目
を
引
く
「
ｉ
」
マ
ー
ク

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

観
光
客
と
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

国
内
外
の
お
客
さ
ん
に

的
確
に
情
報
を
伝
え
る
観
光
案
内
所

小
浜
市
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー 

オ
ー
プ
ン
！

ストレスフリーな
若狭おばまの旅をお手伝い

■問い合わせ　小浜市インフォメーションセンター☎️ 52・3844
タブレット端末による通訳サービス

時　間 料　金
１H 300 円
２H 500 円
３H 700 円
４H 900 円
５H 1,100 円
６H 1,300 円
７H 1,400 円
８H 1,500 円

最長 8.5H 1,600 円



❺ 広報おばま　令和 2 . 2 広報おばま　令和 2 . 2 ❹

認定新規就農者
 田

た ば し

橋  孝
たかひろ

浩 さん （34 歳・阿納尻）

認定新規就農者
若狭こすもかんとりー

辻
つじ

  直
な お や

也 さん （33 歳・尾崎）

永耕農産
 山

やまもと

元  藍
あい

 さん （37 歳・高島市） ※各サポートを受けるにはいくつかの要件があります。詳しくは問い合わせてください

　

平
成
31
年
の
春
に
父
の
農
業
を
引
き

継
ぐ
形
で
農
業
を
始
め
ま
し
た
。
農
地

や
機
械
は
父
親
か
ら
借
り
、
有
機
米
の

　

両
親
が
営
ん
で
き
た
農
業
に
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
親
し
ん
で
き
た
の
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
親
元
就
農
が
で
き
ま
し
た
。

栽
培
を
経
営
の
軸
と
し
て
、
野
菜
や
果

樹
の
生
産
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

経
験
や
勘
に
頼
ら
な
い
、
論
理
的
で

合
理
的
な
農
業
を
目
指
し
て
、
毎
日
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
知
識
や
技
術
な
ど
を

学
ん
で
い
ま
す
。
農
業
は
自
分
自
身
の

頑
張
り
に
応
じ
て
、
収
量
や
食
味
が
向

上
す
る
な
ど
、
目
に
見
え
て
結
果
に
現

れ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
ね
。

　

今
後
の
目
標
と
し
て
、
ま
ず
は
地
域

の
農
業
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
将

来
的
に
も
う
か
る
農
業
を
実
現
す
る
こ

と
で
、
農
業
を
魅
力
あ
る
仕
事
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

誰
に
も
負
け
な
い
地
域
で
一
番
の
農
業

者
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

農
業
は
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
が

ポ
イ
ン
ト
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
農
作

業
を
し
て
い
る
と
き
、
地
域
の
先
輩
農

家
の
人
か
ら
農
業
者
の
一
員
と
し
て
声

を
か
け
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す

ね
。
地
元
か
ら
信
頼
さ
れ
る
農
業
者
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
30
年
後
の
子
ど
も
た
ち
の

世
代
に
も
農
業
が
つ
な
が
っ
て
い
く
よ

う
に
、
今
後
は
新
た
な
農
業
の
仕
組
み

づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

25
歳
の
と
き
に
キ
ク
農
家
で

あ
っ
た
父
親
の
手
伝
い
を
始
め
、

４
年
前
に
青
ネ
ギ
を
生
産
す
る
農

業
法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

天
候
不
順
や
台
風
災
害
な
ど
、

自
然
が
相
手
の
農
業
の
仕
事
は
大

変
で
す
が
、
自
分
自
身
が
生
産
し

て
、
納
得
で
き
る
青
ネ
ギ
が
収
穫

で
き
た
と
き
の
喜
び
は
格
別
で

す
。

　

農
業
と
い
う
仕
事
は
、
工
夫
次

第
で
成
果
が
出
る
た
め
、
限
界
が

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は

家
族
を
中
心
に
６
人
で
経
営
し
て

い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
経
営
を

安
定
化
さ
せ
、
雇
用
を
生
み
出
す

法
人
を
目
指
し
た
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
魅
力
あ
る
作
物
を
生
産

し
て
、
も
っ
と
収
益
を
上
げ
て
い

く
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

滋
賀
県
高
島
市
に
住
み
、
地
元

の
農
業
法
人
で
働
い
て
い
ま
し
た

が
、
知
人
の
紹
介
を
き
っ
か
け
に
、

平
成
31
年
の
春
か
ら
永
耕
農
産
に

就
職
し
ま
し
た
。
会
社
で
は
水
稲

の
生
産
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
料
が
簡
単
に
入
手
で
き
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
時
代
で
す
が
、
作
物
の
生

産
を
通
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
植
物
の
命
を
い
た
だ
く
こ
と

の
大
切
さ
を
教
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
松
永
地
域
の
自
然
や

人
々
の
つ
な
が
り
に
魅
了
さ
れ
、

近
々
家
族
で
松
永
の
空
き
家
に
移

住
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

お
い
し
い
お
米
の
生
産
を
通
じ
て

生
き
が
い
を
実
現
し
て
い
き
た
い

で
す
。

認定新規就農者
 赤

あ か お

尾  嘉
よしのり

則 さん （40 歳・木崎）

新規就農者インタビュー

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
新
た

な
担
い
手
の
確
保
と
育
成
が
カ
ギ
に
な
っ
て

き
ま
す
。

農
業
・
農
村
は
今

　
農
業
・
農
村
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く

た
め
に
必
要
な
コ
メ
や
野
菜
な
ど
の
生
産
の

場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
近
年
で
は
農
業
者
の
減
少
や

高
齢
化
の
進
展
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
農
業
を
将
来
に
わ
た
り
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
創
意
工
夫
を
発
揮
し
て

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る

市
内
で
若
手
農
業
者
が
増
加
中

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
将
来
の
農
業
を

担
う
人
材
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、

意
欲
あ
る
青
年
層
の
新
規
就
農
者
で
す
。

　
本
市
で
は
、
農
業
法
人
の
数
が
こ
こ
数
年

増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
法
人
に
お
い

て
若
者
の
雇
用
が
拡
大
し
て
い
る
ほ
か
、
市

内
の
若
手
が
親
の
農
業
経
営
を
継
承
す
る
形

で
新
た
に
就
農
す
る
な
ど
、
前
向
き
な
動
き

が
出
て
き
て
い
ま
す
。

農
業
を
始
め
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
！

　
市
で
は
、
新
規
就
農
を
目
指
す
人
た
ち
に

向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
農
業
に
興
味
が
あ
り
、
新
し
く
農
業
を
始

め
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
農
林
水
産
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

目的 サポート内容 詳細

研修がしたい 次世代人材投資資金【準備型】 最大 150 万円 / 年の補助金を最長 2 年交付

農地を探している 農地のあっせん 農業委員会があっせん

資金を確保したい
次世代人材投資資金【経営開始型】 最大 150 万円 / 年の補助金を最長 5 年交付

農業制度資金 金融機関が低利子で資金を貸し付け

機械が欲しい 機械・設備投資への補助 投資額に対して定率補助

安心して雇用したい 農の雇用 研修費用 120 万円 / 年の補助金を雇用主に交付

■農業就業人口と 65 歳以上の割合（出展：農林水産省）

■市内の新規就農者数累計（市農林水産課調べ）

■目的に応じたサポート内容

雇用を生み出す法人目指して

「
持
続
可
能
な
農
業
」
の
実
現
へ

新
た
な
農
業
の
仕
組
み
づ
く
り
を

農を通じて生きがい実現したい

■部門別  令和元年度新規就農者の割合

（千人）

（人）

（％）

農業就業人口

個人の担い手
※ 個人：新たに認定農業者または認定新規就農者になった人数
　 法人：新たに役員や正社員になった人数

法人

水稲
52％（24 人）

植物工場
（レタス）

33％（15 人）

施設園芸
（トマト、青ネギ）

15％（7 人）

65 歳以上の割合
H2

H27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 Ｒ元年度

7 12 17 22 27

6,000

5,000

4,000

1,000

0

10

1
13

20
26

37 42

3 3 4 4

20

30

40

50

2,000

3,000

0

10

0

20

30

40

50

60

70

　
 

新
し
く
農
業
を
始
め
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課
☎️
64
・
６
０
２
２



❼ 広報おばま　令和 2 . 2

北陸新幹線敦賀開業のチャンスを生かす

元
号
が
変
わ
り
、
小
浜
美
郷
小
学
校
の
開
校
、
北
陸
新
幹
線
小
浜
・
大
阪
間
の
概
略

ル
ー
ト
決
定
、
新
た
な
形
態
の
農
業
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
時
代
の
転
機
を
迎

え
た
令
和
元
年
。
次
代
の
飛
躍
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
松
崎
市
長
が
語
る
―

今
年
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
小
浜
市
防

災
士
の
会
」
と
の
連
携
な
ど
、
地
域
防
災
力

が
強
化
さ
れ
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
、
現
在
工
事
が
進
む

小
浜
縦
貫
線
の
整
備
を
は
じ
め
、
西
津
橋
・

大
手
橋
の
架
け
替
え
な
ど
に
つ
い
て
、
早
期

完
成
に
向
け
引
き
続
き
努
力
し
ま
す
。

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
の
建
物
が

建
設
か
ら
約
40
年
を
経
過
し
老
朽
化
が
著
し

い
こ
と
か
ら
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、
妊
婦
や
子
育

て
世
代
、
高
齢
者
の
人
々
が
集
う
憩
い
の
場

と
な
る
「
新
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
」
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
は
基
本
設
計
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
に
は
建

物
の
実
施
設
計
を
進
め
る
予
定
で
、
令
和
５

年
４
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

「
行
政
を
み
が
く
」
に
つ
い
て

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
地
域
の
課
題

解
決
や
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
市
と
し
て
も
そ
の
活
動
を

今
後
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

若
狭
町
以
西
の
４
市
町
で
広
域
ご
み
焼
却

施
設
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
高
浜
町

の
清
掃
セ
ン
タ
ー
を
解
体
後
、
そ
の
跡
地
に

建
設
を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
末
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
未

定
で
す
が
、
令
和
６
年
度
中
の
完
成
を
目
指

し
、
お
お
い
町
・
高
浜
町
と
の
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業
は
、
ま
た
と
な

い
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
今
年
は
「
小
浜

を
研
く
」
の
集
大
成
と
し
て
、
敦
賀
、
そ
し

て
小
浜
開
業
後
の
未
来
を
見
据
え
て
、
敦
賀

開
業
か
ら
の
切
れ
目
な
い
着
工
に
向
け
た
要

望
活
動
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
交

流
人
口
の
拡
大
や
地
域
経
済
の
好
循
環
に
向

け
た
施
策
に
市
民
一
人
ひ
と
り
の
力
を
得
て

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
先
に
、
市
民
の
満
足
度
向
上
、
安
全

安
心
の
暮
ら
し
と
な
る
未
来
が
あ
る
こ
と
を

信
じ
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

か
、
本
市
の
数
多
く
の
文
化
財
を
守
り
、
観

光
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
住
民
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
」
を
、
全
国
に
先
駆
け
て
策
定
す
る
予
定

で
す
。
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
歴
史

文
化
を
守
り
、
伝
え
、
生
か
し
て
い
く
こ
と

で
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
と
も
リ
ン
ク
し
た
全

国
に
類
の
な
い
地
域
活
性
化
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
生
活
を
み
が
く
」
に
つ
い
て

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
頻
発
す
る
集
中
豪
雨

災
害
か
ら
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、
河
川
整
備
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
国
や
県
に
対
し
て
、

河
道
掘
削
や
、
江
古
川
の
輪
中
堤
の
早
期
完

成
な
ど
の
治
水
対
策
を
着
実
に
進
め
る
よ
う

要
望
す
る
と
と
も
に
、
市
で
も
地
域
に
お
け

る
小
河
川
の
浚
渫
や
雨
水
排
水
の
整
備
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
重
要

な
「
自
助
・
共
助
」
の
活
動
を
後
押
し
す
る

た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化
・
充
実
や
、

正月にチャンネルOで放送した市広報企画番組から抜粋して掲載しています

聞き手／坂
さかぐち

口 みゆき アナウンサー（チャンネル O・12 月 18 日）

スマート農業の現場を視察し、自動運
転コンバインに試乗する杉本県知事

新たに開校した小浜美郷小学校には、
市内最多の 300 人超の児童が通う

　

私
は
就
任
３
期
目
の
公
約
と
し
て
「
小
浜

を
研
く
」
を
掲
げ
、
①
産
業
を
み
が
く
、
②

観
光
を
み
が
く
、
③
文
化
・
教
育
を
み
が
く
、

④
生
活
を
み
が
く
、
⑤
行
政
を
み
が
く
の
実

現
の
た
め
、
各
種
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
産
業
を
み
が
く
」
に
つ
い
て

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
小
浜

駅
か
ら
ま
ち
の
駅
を
経
由
し
、
海
の
駅
や
三

丁
町
方
面
へ
向
か
う
特
定
エ
リ
ア
の
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
業
者
を
対
象
と
す
る
補

助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
昨
年
に
は
こ
の

制
度
を
利
用
し
て
飲
食
店
１
店
舗
が
駅
通
り

商
店
街
に
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
今
年
は
さ

ら
に
１
店
舗
が
開
業
す
る
予
定
で
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
３
社

の
植
物
工
場
を
誘
致
し
、
市
内
の
雇
用
の
確

保
・
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。
昨
年
中
に
開
業

し
た
工
場
で
は
14
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
、

現
在
建
設
中
の
工
場
で
は
、
15
人
の
新
規
雇

用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
多

種
多
様
な
業
種
の
企
業
誘
致
を
促
進
し
、
雇

用
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

高
水
準
の
有
効
求
人
倍
率
が
続
く
な
か
、

小
・
中
・
高
校
生
に
地
元
企
業
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
企
業
の
見
学
や
経
営
者
に
よ
る

講
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
振
興
で
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が

進
む
中
、
従
来
の
経
験
と
勘
に
基
づ
く
農
業

か
ら
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
農
業
へ
の
転
換
を

図
る
た
め
、
宮
川
地
区
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
新

技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
証
実

験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
近
年
、
農

地
中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
て
農
地
を
大
区

画
化
し
、
収
益
性
の
高
い
経
営
を
目
指
す
新

た
な
土
地
改
良
事
業
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
県
内
で
初
め
て
飯
盛
地
区
で
事
業
が

開
始
さ
れ
、
他
の
地
域
で
も
前
向
き
な
話
し

合
い
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

水
産
振
興
で
は
、
市
が
行
っ
て
い
た
サ
バ

の
養
殖
事
業
を
、
昨
年
設
立
さ
れ
た
田
烏
水

産
株
式
会
社
が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
の
産
業
と
し
て
の
定
着
を
目
指
し
て
着

実
に
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
今
年
度
は
小
浜

よ
っ
ぱ
ら
い
サ
バ
の
出
荷
尾
数
が
初
め
て

一
万
尾
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
市
内
の
取

扱
店
舗
数
も
増
え
、
京
都
で
の
販
路
拡
大
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

食
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
新
た
な
展
開
と

し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活
用

し
て
、
料
理
人
を
育
成
し
、
定
住
人
口
・
交

流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
「
御
食
国　

食

の
学
校
」
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
設
置

に
先
立
ち
、
県
内
外
の
大
学
生
や
専
門
学
校

生
10
人
を
対
象
に
、
市
の
食
文
化
な
ど
に
関

す
る
講
義
や
、
市
内
飲
食
店
で
の
研
修
、
農

漁
業
の
体
験
な
ど
、
多
様
な
実
習
を
盛
り
込

ん
だ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
観
光
を
み
が
く
」
に
つ
い
て

　

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
向
け
た
Ｊ
Ｒ
小

浜
駅
前
の
環
境
整
備
と
し
て
「
小
浜
市
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
張
り
の
開
放
的
な
空
間

が
特
徴
で
、
オ
ー
プ
ン
以
来
、
観
光
客
や
地

元
の
高
校
生
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
外
国
人
観
光
客
に
対
応
す
る
た

め
、
英
語
が
話
せ
る
職
員
を
配
置
し
、
多
言

語
に
対
応
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

道
の
駅
「
若
狭
お
ば
ま
」
に
つ
い
て
は
、

交
通
結
節
点
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
っ
て

お
り
、
こ
の
春
に
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
供

用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
高
速
道
路
か
ら

の
一
時
退
出
が
可
能
な
重
点
道
の
駅
に
も
選

ば
れ
て
お
り
、
市
内
へ
の
玄
関
口
と
し
て
観

光
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

「
文
化
・
教
育
を
み
が
く
」
に
つ
い
て

　

昨
年
の
春
に
は
松
永
・
国
富
・
遠
敷
・
宮

川
の
４
小
学
校
を
統
合
し
、
小
浜
美
郷
小
学

校
が
開
校
し
ま
し
た
。
県
産
材
を
活
用
し
た

温
も
り
の
あ
る
空
間
が
特
徴
で
、
一
人
ひ
と

り
の
資
質
や
能
力
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
の

環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
11
月
に
参
加
し
た

市
音
楽
会
で
は
、
大
勢
で
迫
力
の
あ
る
、
き

れ
い
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
合
唱
を
披
露
し
、
保

護
者
や
教
員
か
ら
の
評
価
も
高
く
、
児
童
も

大
変
喜
ん
で
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
閉
校
と
な
っ
た
４
校
は
、
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
小
学
校
の
歴
史
は

地
域
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
各
校
そ
れ
ぞ
れ
の
閉
校
式
典
で
は
、
多

く
の
地
域
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
長

い
歴
史
の
中
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
育

み
、
皆
様
に
愛
さ
れ
て
い
た
小
学
校
で
あ
っ

た
こ
と
を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
近
年
は
全
国
的
に

保
存
優
先
か
ら
活
用
へ
と
方
針
転
換
が
進
ん

で
お
り
、
本
市
の
２
つ
の
日
本
遺
産
を
生
か

し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
は
全
国
の
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
、
い
づ
み
町
に
「
鯖
街

道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
ほ

松崎市長新春インタビュー

小浜を研く
未来を見据えた魅力あるまちづくり
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確定申告をお忘れなく！
令和２年度の市県民税、令和元年分所得税の確定申告の受け付けが始まります。
必ず期限内の申告をお願いします。
受付期間　2 月 17 日㊊〜 3 月 16 日㊊（土日祝を除く）9 時〜 12 時、13 時〜 16 時
問い合わせ　【市県民税】税務課☎ 64・6004　【所得税】小浜税務署☎ 52・1008

受付期間 対象地区・区

2 月 17 日 ㊊
～

　　21 日 ㊎

小浜（清滝 / 津島 / 多賀 / 鈴鹿 / 塩竃 / 生玉）、
西津（小湊 / 大湊 / 北塩屋 / 西長町 / 北長町 /
福谷）、内外海（仏谷 / 堅海 / 泊 / 田烏を除く）、
国富、宮川

2 月 25 日 ㊋
～

3 月  2 日 ㊊

小浜（玉前 / 今宮 / 広峰 / 白鬚 / 酒井 / 駅前町 /
川崎）、雲浜（南川町 / 後瀬町 / 上竹原 / 関）、松永、
遠敷、今富

3 月 3 日 ㊋
～

　　 9 日 ㊊

小浜（竜田 / 住吉 / 日吉 / 神田 / 大宮 / 男山）、
雲浜（千種 / 大手町 / 四谷町 / 一番町）、内外海（仏
谷 / 堅海 / 泊 / 田烏）、口名田、中名田、加斗

3 月 10日 ㊋
～

　　 16日 ㊊

小浜（鹿島 / 白鳥 / 貴船 / 浅間 / 大原 / 香取 /
飛鳥 / 青井）、雲浜（城内 / 雲浜 / 山手 / 水取）、
西津（堀屋敷 / 板屋町 / 新小松原 / 下竹原 / 小松
原川東 / 小松原川西）

【市役所4階大会議室（大手町）会場】

受付日 対象地区
2 月 18 日㊋ 小浜、雲浜、西津、内外海、松永、宮川

2 月 19 日㊌ 国富

2 月 21 日㊎ 遠敷

2 月 25 日㊋ 今富

2 月 26 日㊌ 口名田、中名田、加斗

【JA若狭本店（遠敷）会場】

スケジュール

※混雑を避けるため、できるだけ指定された期間・期日に
　お越しください
※営業所得、事業所得、農業所得、不動産所得のある人に
　ついては、「収支内訳書」を事前に作成してからお越し
　ください
※ふるさと納税ワンストップ特例制度を申請した人が、市

本人のマイナンバーを確認で
きる書類
・マイナンバー通知カード
・マイナンバーの記載がある
   住民票の写し

などのうちいずれか 1 つ  

記載したマイナンバーの持ち主
であることを確認できる書類
・運転免許証　・健康保険証
・パスポート　・在留カード
・身体障害者手帳

などのうちいずれか 1 つ

 　申告手続きには、申告書等に申告者本人と扶養親族等のマ
イナンバーの記載と、申告者本人の本人確認書類の提示また
は写しの添付が必要です。

マイナンバーの記載について
　確定申告書等の提出の際には、申告者本人と対象となる控
除対象配偶者・扶養親族・事業専従者のマイナンバーが分か
るものを必ず持参してください。

本人確認書類の提示または写しの添付について
　申告会場で申告者本人または代理人が申告する場合は、申告
者本人の本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。

◆マイナンバーカードを持っている人➡ マイナンバーカード
　※マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元
　　確認）が可能
◆マイナンバーカードを持っていない人➡次の 2 点が必要

本人確認書類

申告にはマイナンバーが必要です！！

　医療費の領収書を提出する代わりに「医療費控除の
明細書」の添付が必要となりました。
　健康保険組合などが発行する「医療費のお知らせ」
などの医療費通知を添付すると、明細の記入を省略す
ることができます。

※明細書に記載された医療費の領収書は、５年間保存
　する必要があります

※医療費通知とは、医療保険者が発行する医療費の額
などを通知する書類で、次の事項が記載されたものを
いいます

・被保険者などの氏名　　・療養を受けた年月
・診療を受けた人　　　　・療養を受けた病院など
・被保険者などが支払った医療費の額
・保険者などの名称

　平成 22 年から令和 3 年までに入居し、所得税の住
宅ローン控除の適用を受けた人については、所得税か
ら控除しきれなかった額を翌年度分の市県民税から控
除できます。
　 この制度の適用を受けるためには、確定申告または

年末調整（初年度については税務署での確定申告）が必
要になります。
※平成 19・20 年の入居者は所得税のみの対象となり
　ます
※控除期間が経過した場合は、対象となりません

　国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険
料を社会保険料控除として算入する場合、支払額を証
明する書類の提示が必要です。
　領収書などが手元にない人には、各担当課で証明書を
発行します。運転免許証などの身分証明書と印鑑を持参し
てください。
※年金天引きされた税・保険料については、証明書を発
    行できません。年金の源泉徴収票で確認してください
■問い合わせ

【国民健康保険税】税務課☎ 64・6004
【後期高齢者医療保険料】市民福祉課☎ 64・6018
【介護保険料】高齢・障がい者元気支援課☎ 64・6014

　国民年金保険料を社会保険料控除として算入する場
合、国民年金保険料の「控除証明書」または「領収書」
の添付が必要です。
　控除証明書は、令和元年 11 月上旬に対象者に送付
されています。同年 10 月 1 日以降 12 月 31 日までに、
その年初めて納めた人については、2 月に送付される
予定です。
※市役所で証明書の発行はできません

■問い合わせ
    日本年金機構敦賀年金事務所
　☎ 0770・23・9902

市県民税から住宅ローン控除

社会保険料控除

医療費控除の提出書類の簡略化

※ JA 若狭本店での申告は農業所得のある人が対象です

スマホで「スマート申告」しよう

２カ所以上の給与所得がある人、年金収入や副業な
どの雑所得・一時所得がある人も、スマートフォン
で申告できるようになりました。
申告書の作成は、右の QR コード
を読み込んでください。

詳しい申請方法などについては、国
税庁 HP（http://www.nta.go.jp）
を参照してください。

　県民税または所得税の確定申告をした場合は、申告が優
　先されます。そのため、確定申告をする場合は必ず、ふ
　るさと納税に伴う寄附金控除も申告してください
※青色申告、譲渡所得等（株式、不動産）、雑損控除、令
　和元年新築・増改築分の住宅ローン控除（1 年目）を
　申告する場合は、税務署での申告・相談をお願いします

申告時の注意点

番号確認書類 身元確認書類

↑申告はこちら↑

電話で気軽に相談できます

所得税および復興特別所得税、消費税および地方
消費税（個人）、贈与税の申告に関する質問や相
談に応じます。

【対応期間】

【相談方法】

3 月 16 日㊊まで（土日祝を除く）
8 時 30 分〜 17 時
小浜税務署☎ 52・1008 まで電話し、
自動音声案内が流れたら「０」を選択
※国税に関する相談は「１」を選択
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「西津やうちのシルバーカフェ」と若狭交通安全協会西津
班が合同で餅つき大会を開催（西津公民館・12 月 25 日）

本市の新成人 293 人中 248 人が振り袖やスーツ、
はかま姿などで成人式に参加（文化会館・1 月 12 日）

国分文化財愛護少年団の団員 4 人が国分寺で
釈
しゃ

迦
か

如
にょらい

来坐
ざ

像
ぞう

などを掃除（国分・12 月 28 日）

事故のない安全な暮らしを祈って餅つき

大人としての決意新たに節目を祝う

すすを払って晴れやかな年越しを

食文化館で「食」初め Photo フォトニュース

News来館者に振る舞われた黒砂糖入り「雑煮」を食
べ、小浜に伝わる味に舌鼓（食文化館・1 月 2 日）

小浜自動車学校主催のタイヤチェーン装着講習会で
約 50 人の参加者が装着作業を体験（府中・12 月 18 日）

積雪シーズンに備えて装着方法を学ぶ

船上で豊漁と海の安全を願う
正月の伝統行事「舟祝い」で犬熊区の漁家が今年
一年の豊漁と海の安全を祈願（犬熊漁港・1 月 1 日）

小浜漁港の初競りでサワラやタイなど約 30㌧の新鮮
な魚介類がずらりと並ぶ（川崎三丁目・1 月 5 日）

新年も威勢良く響く競りの声

東京都出身の小
こ や ま

山直
な お き

紀さん（39 歳）が入隊。理論
に基づく有機農業に取り組む（市庁舎・1 月 6 日）

地域おこし協力隊 新たな農業の担い手に

加斗小6年生15人が国の天然記念物「蒼島」をテーマにした弁
当「加斗の宝スペシャルメニュー」を考案（岡津・12 月 17 日）

“ 地元の宝 ”蒼
あおしま

島を弁当に

就活イベント「縁 job ふくい嶺南」で嶺南に事
業所がある企業と学生が交流（日吉・12 月 28 日）

社会人の先輩と気軽に懇談

「若者と市長の夢トーク」で若狭高校生や宮川青年クラブ
がまちづくりについて意見を交わす（市庁舎・12 月 17 日）

若者たちの意見を市政に生かす

（株）悠
ゆ う は

晴が令和２年 10 月操業を目指し植物工場を
建設中。地元の雇用促進に期待（市庁舎・12月19日）

飯盛に３社目の植物工場が進出
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小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP https://www1.city.obama.fukui.jp/ 

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報イ
ベ
ン
ト

くらしの情報

おばま児童文学会「風夢」
のおはなし会

とき　２月 22 日㊏ 11 時〜

しりつとしょかん
おはなしかい

とき　2 月 8 日㊏
　　　① 10 時 30 分〜
　　　② 11 時〜
内容　① 0 〜 2 歳向け
　　　② 3 歳以上向け

市立図書館　今月のイベント

お
知
ら
せ

▼
と
き　

２
月
23
日
㊐
㊗
14
時
〜

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館
（
大
手
町
）

▼
内
容　

１
部
＝
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
テ

　

ー
ジ
、
２
部
＝
そ
れ
い
け
音
楽
会
・
森も

り

若
狭
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
定
期
演
奏
会

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）
　☎ 52・1042

家
庭
教
育
講
演
会

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

▼
と
き　

２
月
22
日
㊏
13
時
30
分
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
大
手
町
）

▼
内
容　

ス
マ
ホ
育
児　

ち
ょ
っ
と
だ
け

　

で
も
分
か
っ
て
お
き
た
い
こ
と

▼
講
師　

増ま
す
だ田

翼つ
ば
さ

さ
ん
（
仁
愛
女
子
短
期

　

大
学
幼
児
教
育
学
科
准
教
授
）

▼
料
金　

無
料

※
託
児
あ
り
、
希
望
す
る
場
合
は
要
事
前

　

申
込
（
先
着
順
）

災
害
時
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
０
・
21
・
３
４
５
５

　

災
害
時
で
も
外
国
人
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
、
通
訳
の
役
割
と
技
法
を
学
ぶ

こ
と
で
、
多
言
語
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き　

３
月
１
日
㊐
13
時
30
分
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

パ
レ
ア
若
狭
（
若
狭
町
）

▼
対
象　

災
害
時
の
外
国
人
支
援
に
関
心

　

が
あ
り
、
日
本
語
と
外
国
語
で
日
常
会

　

話
が
可
能
な
人
※
外
国
語
の
種
類
は
問

　

い
ま
せ
ん

▼
内
容　

①
講
義
「
災
害
時
に
お
け
る
外

　

国
人
へ
の
情
報
伝
達
」
②
演
習
「
災
害

　

時
外
国
人
支
援
の
通
訳
・
翻
訳
の
体
験
」

▼
定
員　

先
着
30
人
※
要
事
前
申
込

法
改
正
に
伴
う
た
ば
こ
対
策
に

関
す
る
説
明
会

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
「
改
正
健
康

増
進
法
」
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

職
場
や
飲
食
店
な
ど
に
お
け
る
た
ば
こ
対

策
に
関
す
る
説
明
会
お
よ
び
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
12
日
㊌
15
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　
庁
舎
４
階
大
会
議
室（
大
手
町
）

▼
対
象　

事
業
所
・
工
場
・
ホ
テ
ル
・
飲
食

　

店
な
ど
の
管
理
者
や
経
営
者
、
従
業
員

▼
内
容
　
①
説
明
会
「
受
動
喫
煙
防
止
の

　

た
め
の
新
ル
ー
ル
〜
施
設
管
理
者
の
責

　

務
等
」
②
講
演
会
「
た
ば
こ
の
害
と
禁

　

煙
へ
の
支
援
」

▼
説
明
者
・
講
師
　
①
若
狭
健
康
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
職
員
②
丸ま

る
や
ま山
市い

ち
ろ
う郎
さ
ん
（
公
立

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
実
施

市
民
協
働
課
☎
64
・
６
０
０
９

市
営
駐
車
場
の
昼
間
２
時
間

無
料
化
の
社
会
実
験
を
実
施

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
７

　
市
で
は
、
市
営
広
峰
駐
車
場
お
よ
び
大

手
第
１
駐
車
場
に
お
い
て
、
駐
車
料
金
２

時
間
無
料
化
の
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
期
間　

３
月
８
日
㊐
〜
11
月
30
日
㊊
の

　

７
時
〜
19
時

【節分イベント】

おはなし会＆
　　おにのお面をつくって豆まきをしよう

と　き　２月１日㊏ 10 時 30 分〜

対　象　幼児〜小学校低学年（幼児は保

　　　　護者同伴）

定　員　先着 20 人（前日までに要申込）

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
協
力
を

上
下
水
道
課
☎
64
・
６
０
２
８

　

毎
月
１
日
〜
５
日
は
市
の
水
道
メ
ー

タ
ー
検
針
期
間
で
す
。
期
間
中
は
、
検
針

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
点

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
の
除
雪

・
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
や

　

車
を
置
か
な
い

・
犬
を
出
入
口
や
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
離

使用期限に注意！

「プレミアム付商品券」は使いましたか？

　非課税者および子育て世帯（３歳半未満）を対象とした
「プレミアム付商品券」が、まもなく購入・使用の期限を迎
えます。使用期限を過ぎると、購入した商品券は無効にな
りますので、期限について改めて確認をお願いします。

【購入期限】2 月 28 日㊎ ※購入は市内郵便局（田烏簡易郵便局は除く）
【使用期限】2 月 29 日㊏

小
規
模
修
繕
契
約
の
希
望
業
者
は
登
録
を

総
務
課
☎
64
・
６
０
０
３

　

市
が
発
注
す
る
学
校
、
公
民
館
、
保
育

園
な
ど
の
小
規
模
な
修
繕
契
約
を
希
望
す

　

働
く
婦
人
の
家
（
咲
楽
館
）
で
は
、
本

年
度
の
講
座
発
表
会
を
開
催
し
ま
す

▼
と
き　

３
月
８
日
㊐
９
時
30
分
〜
15
時

　

30
分

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家
（
大
手
町
）

▼
内
容　

各
講
座
の
展
示
・
体
験
・
発
表
・

　

お
茶
会
な
ど

▼
料
金　

入
場
無
料
（
た
だ
し
、
お
茶
券

　

４
０
０
円
※
前
売
り
の
み
／
縫
わ
ず
に

　

で
き
る
ポ
ー
チ
づ
く
り
体
験
１
０
０
０

　

円
※
要
事
前
申
込
、
午
前
・
午
後
各
先

　

着
20
人
）

咲
楽
館
講
座
発
表
会

働
く
婦
人
の
家
☎
52
・
７
０
０
２

　

博ひ
ろ
ふ
み文
さ
ん
（
ホ
ル
ン
奏
者
）
に
よ
る
ス

　

テ
ー
ジ
、
３
部
＝
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ

▼
料
金　

無
料

　

し
て
つ
な
ぐ

※
積
雪
や
車
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
検
針

　

で
き
な
い
場
合
は
、
前
３
カ
月
の
平
均

　

使
用
水
量
で
料
金
を
計
算
し
ま
す
。
実

　

際
の
使
用
水
量
と
の
差
は
翌
月
分
で
調

　

整
し
ま
す

　

相
続
登
記
や
遺
言
、
遺
産
分
割
協
議
な

ど
、
相
続
に
関
す
る
相
談
に
司
法
書
士
が

無
料
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
21
日
㊎
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　
商
工
会
議
所
（
大
手
町
）

相
続
な
ん
で
も
相
談
会

県
司
法
書
士
会
小
浜
支
部
☎
53
・
０
０
８
１

まちの駅「旭座」イベント情報
※ 2月・３月予定の主なものをお知らせします

■旭座上方落語会

　▶とき　3 月 8 日㊐ 14 時〜

　▶出演　桂
か つ ら

塩
し お だ い

鯛（落語家）ほか

　▶料金　前売 2,000 円、当日 2,500 円

　問まちの駅☎ 52・2000

る
業
者
は
、
小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者

登
録
の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
受
付
期
間　

２
月
３
日
㊊
〜
３
月
10
日
㊋

▼
有
効
期
間　

４
月
１
日
〜
令
和
５
年
３

　

月
31
日

※
詳
し
く
は
総
務
課
契
約
検
査
グ
ル
ー
プ

　

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

小
浜
病
院
医
師
）

▼
申
込
期
限　

２
月
10
日
㊊

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

若
狭
健
康

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
課
☎
52
・
１

　

３
０
０
ま
で

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業
の
生
産

や
就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
５
年
ご
と
に
行
う
調
査
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
農
林
業
施
策
の
企
画
や

立
案
、
推
進
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。
対
象
者
に
は
統
計
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
対
象　

一
定
規
模
以
上
の
農
林
産
物
の

　

生
産
を
行
う
か
、
委
託
を
受
け
て
農
林

　

業
作
業
を
行
う
世
帯
や
事
業
所

▼
基
準
日　

令
和
２
年
２
月
１
日

▼
講
師　

大お
お
く
ぼ

久
保
雅ま

さ
よ
し由
さ
ん
（
多
文
化
共

　

生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
／
京
都
府
城
陽
市
国

　

際
交
流
協
会
事
務
局
長
）

▼
料
金　

無
料

▼
申
し
込
み　

２
月
20
日
㊍
ま
で
に
県
国

　

際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

■問い合わせ　商工観光課☎ 53・9705
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サッカー部　キャプテン

強
く
て
“
愛
さ
れ
る
チ
ー
ム
”
に

（小浜中学校 2年生）

　

幼
少
期
か
ら
父
親
や
友
人
と
ボ
ー
ル
を

蹴
っ
て
遊
ぶ
な
ど
競
技
に
親
し
ん
で
き
た

山
本
く
ん
。
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
と
、

中
学
校
に
入
る
と
迷
わ
ず
サ
ッ
カ
ー
部
に

入
部
し
、
昨
夏
か
ら
は
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

部
員
13
人
の
同
部
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。

　
「
学
年
の
隔
た
り
な
く
、
全
員
仲
が
良

い
の
が
チ
ー
ム
の
特
徴
で
す
。
練
習
中
に

は
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
の
声
を
掛
け
合
い
、

全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
」

　

新
チ
ー
ム
発
足
時
に
部
で
掲
げ
た
目
標

は
、“
愛
さ
れ
る
チ
ー
ム
”に
な
る
こ
と
。「
周

り
か
ら
応
援
、
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
チ
ー

ム
が
強
い
チ
ー
ム
だ
と
み
ん
な
で
考
え
、

こ
れ
に
決
め
ま
し
た
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

　
「
部
活
外
に
お
い
て
も
自
覚
あ
る
行
動
を

心
掛
け
て
い
る
」と
話
す
山
本
く
ん
。「
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
る
こ
と
で
、
人
前
に
立
つ

機
会
が
増
え
る
な
ど
、
技
術
面
以
外
で
も

自
身
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　

冬
季
の
現
在
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
基
礎
練
習
。

「
地
道
で
つ
ら
い
メ
ニ
ュ
ー
が
多
い
が
、
夏

の
大
会
で
は
積
み
重
ね
た
成
果
を
発
揮
し
、

若
狭
地
区
で
優
勝
、
県
大
会
で
の
一
勝
を

目
指
し
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
し
た
。

山
や ま も と

本 泰
た い せ い

成 く
ん

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

らり！小浜人き

同
業
者
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
職
人
に

（23歳・男山）

　

株
式
会
社
エ
ン
ヤ
で
塗
装
職
人
と
し
て

働
く
竹
田
さ
ん
。「
高
校
の
長
期
休
暇
中
に

作
業
を
手
伝
っ
た
こ
と
が
入
社
の
き
っ
か

け
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
経
験
し

た
ど
の
職
種
よ
り
時
間
を
忘
れ
て
没
頭
す

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

外
見
を
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

防
腐
・
防
水
効
果
な
ど
で
建
物
を
長
持
ち

さ
せ
る
た
め
に
も
必
要
な
建
物
塗
装
。「
仕

事
の
出
来
は
養
生
で
決
ま
る
」
と
い
う
、

父
で
あ
る
親
方
か
ら
の
教
え
を
守
り
、
塗

装
前
に
塗
料
が
付
か
な
い
よ
う
に
保
護
す

る
「
養
生
」
な
ど
の
下
準
備
か
ら
、
細
部

に
至
る
ま
で
心
を
配
っ
て
作
業
を
し
ま
す
。

　
「
多
く
の
人
の
目
に
つ
き
、
自
分
の
成
果

が
形
と
し
て
残
る
仕
事
に
や
り
が
い
を
感

じ
る
」
と
表
情
を
緩
め
る
竹
田
さ
ん
。「
応

援
に
行
っ
た
現
場
な
ど
で
頼
り
に
さ
れ
、

同
業
者
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
職
人

に
な
り
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
効

率
を
高
め
て
作
業
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
る
こ

と
。
ま
た
、
積
極
的
に
知
識
や
技
術
を
身

に
つ
け
、
よ
り
お
客
さ
ん
の
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 竹

た け だ

田 直
な お と

人 さ
ん

勤務先　株式会社エンヤ

らり！小浜人き 燃えろ！青春！部活道
　

国
分
文
化
財
愛
護
少
年
団
は
、
子
ど
も
た

ち
に
歴
史
文
化
へ
の
愛
着
や
郷
土
愛
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
昭
和
44
年
に
県
内
で
最
も

早
く
発
足
。
現
在
も
４
人
の
団
員
が
、
年
３

回
の
文
化
財
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

世
話
役
の
中
川
さ
ん
は
、
同
団
の
活
動
に

つ
い
て
「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
文
化

財
に
直
接
触
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
学
年

を
超
え
た
縦
の
つ
な
が
り
や
、
雑
巾
が
け
な

ど
の
昔
な
が
ら
の
清
掃
の
仕
方
な
ど
、
貴
重

な
経
験
を
得
ら
れ
る
機
会
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
小
学
１
年
生
で
入
団
し
た
団
員
が
６
年

生
で
退
団
す
る
ま
で
、
そ
ば
で
見
て
い
る

と
、
成
長
ぶ
り
を
間
近
で
感
じ
ら
れ
る
こ

と
が
や
り
が
い
で
す
」
と
い
う
中
川
さ
ん
。

　

結
成
50
周
年
を
迎
え
た
昨
年
を
振
り
返

り
「
竜
前
区
の
文
化
財
愛
護
少
年
団
と
初

め
て
共
同
で
清
掃
活
動
を
し
た
り
、
地
元

新
聞
社
の
表
彰
を
受
け
た
り
す
る
な
ど
、

節
目
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
年
に
で
き
た
。

こ
れ
も
地
域
や
保
護
者
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
」
と
、
周
囲
へ
の
感
謝
を
語
り
ま
す
。

　

今
後
の
抱
負
を
尋
ね
る
と
「
今
は
少
子
化

で
団
員
も
少
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

文
化
財
を
守
り
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
、
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

国分文化財愛護少年団　世話役

（57歳・国分）

中
な か が わ

川 健
け ん い ち

一 さ
ん

　

校
内
の
清
掃
活
動
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
む
若
狭
東
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
。

部
長
の
森
本
さ
ん
は
、
１
年
生
の
秋
に
、

当
時
の
３
年
生
が
引
退
し
部
員
が
い
な
く

な
っ
て
い
た
同
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

　
「
誰
か
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
す
る
の
が

好
き
。
自
分
の
手
で
き
れ
い
に
し
た
学
校

を
見
た
と
き
や
、
先
生
方
が
活
動
を
見
て

声
を
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
と
き
の
達
成
感

が
や
り
が
い
で
す
」
と
話
す
森
本
さ
ん
。

　

１
人
で
も
コ
ツ
コ
ツ
と
活
動
を
続
け
た

結
果
、
現
在
は
部
員
も
増
え
、
森
本
さ
ん

を
含
め
た
１
・
２
年
生
７
人
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。「
人
数
が
増
え
た
こ
と
で
、
部
長
と

し
て
部
員
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
や
意
見

を
ま
と
め
る
の
が
大
変
」
と
は
に
か
み
つ

つ
も
、「
今
は
目
が
届
い
て
い
な
い
と
こ
ろ

に
も
清
掃
の
手
を
伸
ば
す
な
ど
、
も
っ
と

積
極
的
に
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　
「
将
来
は
お
年
寄
り
を
支
え
る
介
護
士
に

な
り
た
い
」
と
、
専
門
学
校
進
学
を
目
指

し
勉
強
に
励
む
森
本
さ
ん
。“
誰
か
の
た
め

に
”
と
い
う
思
い
を
胸
に
、今
日
も
学
校
を
、

そ
し
て
自
分
を
磨
い
て
い
ま
す
。

ＪＲＣ部　部長

森
も り も と

本  妃
ひ め あ

彩 さ
ん

“
誰
か
の
た
め
に
”
と
活
動
に
励
む

（若狭東高校２年生）
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

健
康
・
福
祉

　

対
象
者
で
ま
だ
用
紙
を
提
出
し
て
い
な

い
人
は
、
署
名
の
う
え
、
県
内
の
医
療
機

関
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象　

令
和
元
年
10
月
下
旬
に
診
療
情

　

報
提
供
書（
ピ
ン
ク
色
）が
届
い
て
い
る

　

人
（
40
〜
74
歳
の
市
国
保
被
保
険
者
の

　

う
ち
定
期
的
に
診
療
を
受
け
て
い
る
人
）

▼
提
出
期
限　

２
月
28
日
㊎

特
定
健
診
受
診
率

向
上
事
業
用
紙
の
提
出
期
限

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
使
い
方
講
座

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
７

JR 小浜線のダイヤが改正されます

　3 月 14 日㊏から、運行時刻の見直しにより、朝の通勤・
通学時間帯の利便性が向上します。
　敦賀発小浜方面については、平日運転の列車が増便さ
れます。また、小浜発敦賀方面については、所要時間が
短縮され、敦賀駅から各方面特急列車への乗り継ぎが便

行き先 東舞鶴発 小浜着 東小浜着 敦賀着
敦賀行 - 5：10（発） 5：14 6：12
敦賀行 5：34 6：20 6：32 7：34
敦賀行 6：29 7：22 7：32 8：34
敦賀行 7：16 8：02 8：10 9：09
敦賀行

※平日のみ - 9：00（発） 9：04 10：05

行き先 敦賀発 東小浜着 小浜着 東舞鶴着
東舞鶴行 - - 5：26（発） 6：15
東舞鶴行 - - 6：22（発） 7：08
東舞鶴行 6：16 7：19 7：24 8：13
  小浜行

  ※平日のみ 6：50 7：51 7：56 -

東舞鶴行 ７：49 8：53 ８：57 9：44
小浜行 8：15 9：24 9：28 -

増
便

利になります。
※これ以外にも時刻や車両数の見直しを行う他、内容
　を変更する場合もあります。詳しくはＪＲ時刻表 3 月
　号（２月 25 日発売予定）を確認してください

■敦賀発→小浜・東舞鶴方面（主な停車駅の時刻） ■東舞鶴・小浜発→敦賀方面（主な停車駅の時刻）

■小浜駅の始発列車から新たに接続可能となる特急列車があります！
　ダイヤ改正により、小浜駅発の始発列車を利用すれば、午前 10 時前に東京駅に到着できます。

小浜発 敦賀着 特急乗換 敦賀発 新幹線乗換 東京着
5：10 6：12 しらさぎ 52 号 6：33 【米原】ひかり 636 号 9：42

■問い合わせ　北陸新幹線・総合交通推進課☎ 64・6067

温
水
プ
ー
ル
職
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

若
狭
総
合
公
園
温
水
プ
ー
ル
☎
53
・
０
４
５
０

▼
職
務　

①
指
導
員
②
監
視
員

市
立
図
書
館
司
書（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

市
立
図
書
館
☎
52
・
１
０
４
２

▼
職
務　

図
書
館
司
書

▼
募
集　

１
人

令和 2 年度 会計年度任用職員

学校給食調理員を

します！募集

【業務内容】学校給食の調理
【募集人数】若干名
【雇用期間】４月１日〜令和 3 年 3 月 31 日
【勤  務  先】市内小中学校
【報　　酬】13 万 1,489 円（月額）
　　　 　　 ※期末手当や、勤続年数に応じた加算あり

【勤務時間】週５日（週 31 時間 15 分）
【休　　日】土日祝、年末年始、８月（勤務を要する日あり）

■問い合わせ　教育総務課☎ 64・6032

【資格など】年齢・学歴・資格いずれも不問
【申込期限】2 月 21 日㊎
【申込方法】所定の申込書をハローワークまたは教育総務課
                     まで提出
　　　　　  ※申込書は同課または
                        ハローワークに設置

※その他、詳しい条件は問い合わせ
    てください

あなたもいっしょに、おいしい給食を作りましょう！

　
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
で
は
、
薬

剤
師
に
よ
る
薬
に
関
す
る
講
演
会
を
実
施

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
小
浜
の
つ
ど
い
」

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
募
集　

①
１
人
②
４
人

▼
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３

　

月
31
日

▼
勤
務
時
間　

週
５
日
（
週
35
時
間
）
※
土

　

日
出
勤
・
交
代
勤
務
の
変
則
勤
務
あ
り

▼
勤
務
先　

温
水
プ
ー
ル
（
北
塩
屋
）

▼
報
酬　

①
15
万
９
８
５
６
円
②
13
万
１

　

９
５
０
円
（
い
ず
れ
も
月
額
）

▼
手
当　

通
勤
手
当
、
期
末
手
当

▼
選
考
方
法　

面
接

▼
申
込
期
限　

２
月
21
日
㊎

▼
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
を
ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク
ま
た
は
温
水
プ
ー
ル
ま
で
提
出

　

※
申
込
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
温

　
　

水
プ
ー
ル
に
設
置

募
集

　

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
防

災
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　
２
月
８
日
㊏
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

第
２
回
小
浜
市
防
災
講
座

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
６

▼
と
き　

２
月
19
日
㊌
13
時
〜
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

県
産
業
会
館
（
福
井
市
）

▼
対
象　

令
和
２
年
３
月
に
大
学
等
を
卒

　

業
予
定
の
人
、
大
学
等
を
卒
業
し
て
３

　

年
以
内
の
人
、
一
般
求
職
者

▼
料
金　

無
料

▼
参
加
企
業
数　

約
１
０
０
社

▼
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
浜
☎

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
合
同
就
職
面
接
会

商
工
観
光
課

▼
資
格　

図
書
館
司
書
免
許
、
普
通
自
動

　

車
免
許
を
有
す
る
人
で
、
ワ
ー
ド
・
エ

　

ク
セ
ル
を
操
作
で
き
る
人

▼
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３

　

月
31
日

▼
勤
務
時
間　

週
５
日（
週
37
時
間
30
分
）

　

※
土
日
出
勤
・
交
代
勤
務
の
変
則
勤
務
あ
り

▼
勤
務
先　

市
立
図
書
館
（
白
鬚
）

▼
報
酬　

月
額
15
万
４
８
６
２
円

▼
手
当　

通
勤
手
当
、
期
末
手
当

▼
選
考
方
法　

作
文
、
面
接

▼
申
込
期
限　

２
月
21
日
㊎

▼
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
を
ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク
ま
た
は
市
立
図
書
館
ま
で
提
出

　

※
申
込
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
市

　
　

立
図
書
館
に
設
置

小浜発東京行きの
乗換連絡

春から増便！

▼
と
こ
ろ　

四
季
菜
館
（
和
久
里
）

▼
対
象　

自
主
防
災
組
織
の
組
織
員
、
防

　

災
士
、
区
長
な
ど
（
今
後
、
こ
れ
ら
に

　

関
わ
る
予
定
の
人
も
含
む
）

▼
内
容　
地
域
の
防
災
活
動
に
つ
い
て（
予
定
）

▼
講
師　

河か
わ
た田
慈や

す
ひ
と人
さ
ん
（
人
と
防
災
未

　

来
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

　

52
・
１
２
６
０

※
事
前
申
込
不
要

し
ま
す
。
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き　
２
月
15
日
㊏
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
大
手
町
）

▼
講
師　

武た
け
な
が長
秀ひ

で
き樹
さ
ん
（
オ
バ
マ
薬
局

　

薬
剤
師
）

▼
料
金　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

同
会
小
浜
世
話
人
の
森も

り

　

美み

つ

こ
津
子
さ
ん
☎
67
・
２
３
４
１

　

市
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

た
決
済
を
は
じ
め
と
す
る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
」
の
基
本
的
な
使
い
方
に
関
す

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
の
担
当
職
員
や
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
Ｐペ

イ
ａ
ｙ
Ｐペ

イ
ａ
ｙ
株
式

会
社
の
社
員
に
よ
る
、
ア
プ
リ
導
入
に
つ

い
て
の
説
明
や
体
験
会
も
あ
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
関
心
が
あ
る

人
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

２
月
13
日
㊍
14
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　
庁
舎
４
階
大
会
議
室（
大
手
町
）

▼
定
員
　
先
着
50
人

▼
申
し
込
み
　
２
月
10
日
㊊
ま
で
に
担
当

　

課
へ
電



て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
状
態
を

肝
硬
変
と
言
い
、
腹
水
や
黄
疸
と
い
っ
た
症

状
が
出
始
め
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
過
程
で
肝

臓
が
ん
が
で
き
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
肝
臓
が
ん
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
ウ
イ
ル

ス
治
療
の
進
歩
に
よ
り
、
こ
れ
ら
に
起
因
す

る
肝
臓
が
ん
が
減
少
す
る
一
方
で
、
今
後
は

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
由
来
を
原
因
と
し
た
肝
臓
が
ん
患

者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
が
治
療
の
基
本

　

肝
臓
は
病
気
が
あ
る
程
度
進
行
し
な
い
と

症
状
が
出
な
い
こ
と
か
ら
、「
沈
黙
の
臓
器
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
検
診
で

肝
障
害
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
、
血
液
検
査
や

画
像
検
査
な
ど
を
行
い
、
肝
臓
の
状
態
を
評

価
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｈ
を
含
め
た
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
は
、
い
わ
ゆ
る
生

活
習
慣
病
の
一
つ
な
の
で
、
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
が
治
療
の
基
本
に
な
り
ま
す
。

⓳ 広報おばま　令和 2 . 2 広報おばま　令和 2 . 2 ⓲

　
　

  

生
活
の
と
び
ら

健
康

「
沈
黙
の
臓
器
」

肝
臓
の
障
害
に
つ
い
て

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

「
肝
障
害
」
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

　

健
康
診
断
で
肝
臓
の
状
態
を
示
す
値

が
基
準
値
よ
り
高
い
と
診
断
さ
れ
、
消

化
器
内
科
を
受
診
す
る
人
は
比
較
的
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
値

が
高
い
こ
と
は
「
肝
障
害
」
と
呼
ば
れ
、

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
中
で
も
生
活

習
慣
の
欧
米
化
に
伴
い
、
非
ア
ル
コ
ー
ル

性
脂
肪
性
肝
疾
患
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
）
は

今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
の
原
因
に
も

　

肝
臓
に
脂
肪
が
沈
着
す
る
脂
肪
肝
は

習
慣
的
に
多
く
の
飲
酒
を
す
る
人
が
な

る
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
と
、
ア
ル
コ
ー

ル
を
あ
ま
り
飲
ま
な
い
人
が
な
る
Ｎ
Ａ
Ｆ

Ｌ
Ｄ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ

を
放
っ
て
お
く
と
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
の

原
因
と
な
る
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
に
進
行
し
ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｈ
に
お
い
て
は
肝
臓
に
脂
肪
が
沈
着
す
る

こ
と
で
炎
症
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
肝

臓
の
細
胞
は
炎
症
で
壊
れ
て
も
す
ぐ
に
再

生
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
く

う
ち
に
再
生
で
き
な
く
な
る
状
況
に
な
っ

山・川・里・海の「旬」な恵みを食卓へ！

■問い合わせ　農林水産課☎️ 64・6024

御食国 若狭おばまの
食材めぐり

内

科

齊さ
い
と
う藤  

恭や
す
し志  

医
師

　サバなどの魚をぬかと塩で漬け込んだ「へしこ」と、
ごはんとこうじを詰めさらに発酵させた「へしこなれず
し」は、ともに小浜の伝統的な発酵食品。厳しく冷え込
むこの時期、暖かくした部屋で夕飯のおかずに、あるい
は酒のさかなに楽しむ人も多いのではないでしょうか。
　内外海地区の矢代区と田烏区では、平成 31 年 1 月に、
昔ながらのへしこやなれずしの製法を守ってきた生産者
が集まり、作り手によって微妙に異なっていた製法を統
一。「内外海本づくり」と銘打ち生産を始めました。
　その製法は、国産のサバのみを使い、食品添加物は一
切使用せず、へしこは１年以上漬け込むといったもの。
　旧田烏小学校を改修した施設「さかなの学校 うちとみ
k

キ ッ チ ン

itchen」などでは、こだわり抜いた伝統製法による加
工の最盛期を迎えています。

へしこなれずし第
５
回

　昔ながらの製法で丁寧に作られたへしこ
なれずしは、臭みがほとんどなく、天然由
来の旨味と甘みが特徴です。軽く焼いて食
べると、香ばしい香りが口の中で広がり、
さらにおいしくなります。

【
生
産
者
の
思
い
】

【写真】（上）へしこなれずし
（左）サバをへしこに加工す
る ため、塩漬けする生産者

小浜市の就職支援は
「オール福井」体制でサポート！

■問い合わせ　商工観光課☎ 53・9705

地
元
で
の
就
職
は

　
持
続
的
な
発
展
の
カ
ギ

　
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
中
、

全
国
的
に
人
手
不
足
が
強
ま
っ
て

お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
業
種

を
問
わ
ず
担
い
手
が
不
足
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
小
浜
が
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
元
出
身
者

が
地
元
で
就
職
す
る
こ
と
で
、
産

業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
市
で
は
、
県
内
市
町

や
企
業
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、「
オ
ー
ル
福
井
」
体
制
で
、
就

職
活
動
中
の
人
に
対
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

業種別に 82 企業のデータや先輩社員のメッ
セージを掲載。担当課窓口で配付（希望者
には郵送・市公式 HP でダウンロード可能）

嶺南地域の企業の魅力が１冊に凝縮！

「企業ガイドブック　ふくい嶺南」

嶺南6市町の就職支援担当者が情報を随時発信！

「若狭 de就活！」

　県内はもちろん、進学などで県外で生活して
いる人にもタイムリーに地元就職情報をお届け
する、ＳＮＳを活用した情報発信を行っています。

若狭 de 就活！の各種 SNS アカウ
ントの QR コード（左）と Face
book 掲載ページのイメージ（上）

合同企業説明会
ふるさとジョブフェア inふくい嶺南

【と 　   き】3 月 7 日㊏  
　　　　　 13 時〜 16 時 30 分

【と  こ  ろ】きらめきみなと館（敦賀市）
【参加企業】91 社
※入場無料、申込不要

就活イベン
ト

気軽に会って、企業を知ろう！

企業と学生との交流イベントを開催

　市では、地元企業を知ってもらおうと、気軽
な気持ちで参加できる学生と企業との交流イベ
ントを開催しています。

　先輩社会人とフリートークしながら、志望す
る業界や地元企業の情報を入手したり、働く現
場での生の声を聞いたりすることができます。

社会人の先輩と直接触れ合える機会はなか
なかないので、いい経験になった

まだ志望の業界などは定まっていません
が、これを機にやりたいことを見つけたい

学生たちの声

　嶺南地域に事業所がある製造業や金融業など
の企業が出展。参加した学生たちは、業務内容
や休日の過ごし方を尋ねたり、その場で企業の

先輩社会人と交流する
学生たち

インターンシップ
に申し込みをした
りと、積極的な交
流を行いました。

昨年末には第１弾「縁 Job ふくい嶺南」を開催
LINE

twitter

facebook

「縁 Job ふくい嶺南」に参加した学
生たちに感想を聞きました。

〜就職活動に対する支援策を紹介します〜

知ってほしい、

役に立つ事業をキリトリ！

市役所

お仕事ファイル
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ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

■法律や行政・その他の相談

■休館日

市立図書館
4 日㊋・11 日㊋㊗・16 日㊐・
18 日㊋・23 日㊐㊗・25 日㊋・
26 日㊌

温水プール 館内改修工事のため 2 月は臨時
休館（再開は３月上旬を予定）

若狭図書学習
センター

3 日㊊・10 日㊊・17 日㊊・
25 日㊋
※ 20 日㊍は 2F のみ休館

市民サービス
コーナー

11 日㊋㊗・16 日㊐・23 日㊐㊗・
24 日㊊㊡

■休日当番医

※★印の当番医の日は、小児患者は、杉田玄白記念公立小浜病院（大
　手町）で小児科医が休日診療を行います

相 談 名 開 催 日 時 間 と こ ろ 問い合わせ

弁護士無料相談※ 4 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会☎ 0776・23・5255

法律相談（消費生活トラブル）※ 6 日㊍、27 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

出張年金相談※ 13 日㊍、27 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館４階 敦賀年金事務所☎ 0770・23・9905

行政相談 18 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所 1 階  101 会議室 市民協働課☎ 64・6009

高齢者専門相談（法律）※ 20 日㊍ 13 時〜16 時 県社会福祉協議会嶺南支所 同☎ 52・7833

結婚相談 20 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分
文化会館４階 子ども未来課☎ 64・6013

結婚相談（本人のみ） 22 日㊏ 13 時 30 分〜15 時 30 分

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

第２・第４土曜と毎週日曜、祝祭日は
休業しています。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

■子育て情報

催 し と き 内 容 と こ ろ・問 い 合 わ せ

親子運動遊び※
7 日㊎、21 日㊎
10 時〜11 時

子どもと一緒に体を動かして遊びます。親
子でのふれあいを楽しみましょう。

子育て支援センター
問同☎ 56・3386

マイスターさんと
あそぼう※

19 日㊌
10 時〜11 時

子育てマイスターさんと一緒におもちゃを
作って遊びましょう。

誕生会※
26 日㊌
10 時〜11 時

今月に誕生日を迎えるお子さんのお祝いを
しましょう。

子育てワイワイ広場
10 日㊊
9 時 30 分〜 12 時

未入園児の親子に 2 階和室を開放してい
ます。交流の場としてどうぞ。

健康管理センター
 問同☎ 52・2222

母乳育児相談
10 日㊊
10 時〜 11 時 30 分

助産師による母乳育児の相談です。体重・哺乳量の
測定も可能。10 時から「断乳の話」も同時開催します。

スクスク元気っ子教室
18 日㊋
受付：10 時〜 10 時 30 分

離乳食の試食や相談、発育・発達、育児
など子育て相談。身体計測も可能です。

■体や心・生活の相談

相 談 名 と き 内 容 と こ ろ・問い合わせ

精神保健相談※
4 日㊋、18 日㊋
9 時 30 分〜11 時 30 分

心の病気や、アルコール問題、認知症
に関する相談に精神科医が応じます。 若狭健康福祉センター

問同☎ 52・1300
エイズ、肝炎相談・検査

3 日㊊、17 日㊊
9 時〜10 時 30 分

匿名で、エイズ・肝炎に関する検査や
相談（月〜金）を受けることができます。

こころの相談※
①毎週㊌10時〜16時
②毎週㊎12時〜17時

心の悩みを相談してください。
①市社会福祉協議会問同☎ 56・5802
②つみきハウス問同☎ 53・1190

心配ごと相談
12 日㊌
13 時〜16 時

介護など生活での困りごとの相談に
応じます。

市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802

人権相談
18 日㊋
13 時〜15 時

悩みごと、心配ごとのある人は、気
軽に相談してください。

働く婦人の家
問福井地方法務局小浜支局☎ 52・0238

カフェ・ぽ〜れ
13 日㊍
13 時 30 分〜15 時

認知症予防の活動や相談ができます 。
※参加費 100 円

若狭ふれあいセンター
問坂

さかがみ

上和
か ず よ

代さん☎ 090・5686・4147

おひさまカフェ
4 日㊋
10 時〜12 時

認知症予防に関わる人たちの憩いの場です。
 ※参加費 100 円

ふるさと茶屋「清右ヱ門」
問 F

エフ

フォーラム武
む と う

藤さん☎ 090・2039・9705

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

各 種 相 談・ 休 館 日 な ど
※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

2 日㊐　 ★山手医院（山手一丁目） ☎ 53・5511

9 日㊐　 中山クリニック（多田） ☎ 56・5588

11 日㊋㊗ ★田中病院（遠敷十丁目） ☎ 56・5353

16 日㊐　 ★にしお内科クリニック（南川町） ☎ 53・2407

23 日㊐㊗ ★本馬医院（水取一丁目） ☎ 52・2233

24 日㊊㊡ いちせクリニック（南川町）☎ 53・2415

市役所 1 階の窓口（市民福祉課、高齢・障がい者元気支援課、子ども未来課、
税務課、環境衛生課、会計課）では、毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）
の執務時間を 18 時 30 分まで延長しています。

※市民福祉課では、マイナンバーカードに関する手続き・問い合わせにつ
　いて、月・火・木曜日（祝日を除く）の窓口を 18 時 30 分まで延長して
　います

窓口の延長に
ついて

【訂正とお詫び】
1 月号の掲載記事について、次の２点を訂正し、お詫びします。
○「フォトニュース」内、「雇用創出や若者の活躍が評価を得る」（6P）の説明は、正しくは「若狭の恵が内閣官房・農林水産省の〜」
　 でした
○「くらしの情報」内、「市街地で野菜作りを楽しみたい人へ」（11P）の「設定下限面積」の項目について、正しくは「100 平方メー
　 トル（約 33坪）」 でした
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写真連載Life
輝く子どもたち

●新年を迎えたかと思えば、早くも一ヶ月が過
ぎようとしています▶今月号では 11 月にオー
プンした小浜市インフォメーションセンターを
特集▶オープン以来、観光客だけでなく、電車
待ちの学生やコーヒーを飲んでくつろぐ人の姿
もみられるようです▶木材を基調に落ち着いた
雰囲気の同施設。小浜駅前に用事があるときな
ど、皆さんもぜひ気軽にお立ち寄りください（竹）

●昨年に続き、今年も雪のない正月を迎えました
▶この年末年始は除雪の手間もなく、連休をゆっ
くり過ごした方も多いのでは▶冬といえば、大雪
に並んで恐ろしいのが火事▶防火を促す「火の
用心」という言葉は、江戸時代、武将が家族に
宛てた、とある手紙の一文が由来とされています
▶皆さんが平穏無事な一年を過ごせるよう、新
年の願いを込めて。「一筆啓上  火の用心」（池）

編 

集 

後 

記

市公式 Facebook
地域の出来事などを
発信しています

人の動き（1月１日）

【人　口】29,190人  （前月比  -29人）
【世帯数】12,118世帯

【男性】 14,353人
【女性】 14,837人

【転入】44人   【転出】51人
【出生】13人   【死亡】35人

戸祝い（下根来・1月 11 日）




